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　今年度はMSWの軽風ケースワーカーの移動
相談室の改築と慌しく始まった年だった．また，
以前より機会をうかがっていた憶病協学会の発表
も医療支援相談室としては大きな出来事だったと
思う．窓口対応，問い合わせに対する処理，苦情
対応等業務が多岐に渡る中，本来の業務である退
院調整には一期一会の気持ちで取り組んでいる．
〈退院調整の推移〉
　平成18年度以前は年間約150件だったが，それ
以降は200件以上と年々退院調整数は増加してい
る．20年度は12月現在144件となり，院内に退
院調整のシステムが浸透し，病棟で退院調整を進
めているところも多く見られるようになった．今
年度は調整依頼を受けた個々のケースが生活背景
に大きな問題を抱え，それが多様化し家族や関係
機関との綿密な情報交換が必要と感じるケースが
多かった．前年度と比較し20年度は施設への入所
や転院調整がより一層厳しくなり，転院において
は約1ヶ月の待機は恒常的である．相談室開設当
初，調整依頼を受けてから退院までに57日を要し
ていたものが，20年度は32日に短縮し，時間を
かけた回復のサポートが出来ない現状がある．患
者や家族関係機関が希望する退院目途に応えら
れない当院の稼動状況からは，身体が充分回復し
ない状態での退院も懸念されることから益々地域
との連携が重要である．課題であった地域医療連
携カンファレンスは昨年9月20日から開始し，21
年1月現在まで7ケースの調整をした．医師，看
護師，コメディカルスタッフ，地域の関係職種が
集まりそれぞれの役割を明確にし，地域での支援
に有効活用されている．
〈苦情について〉
20年12月現在，20件の苦情が寄せられている．昨
年度より，当該部署での対応を依頼してきたが，
迅速な対応に患者さんは納得され，大きな苦情に
発展することはなくなった．18年度以前は約40
件あったものが19年度・20年度は約20件で推移
している。苦情のたらい回しを防ぐために医療支
援相談室で初期対応をすることもあるが，その中
には予防できたのではないかと思われるケースも
あり残念に思っている．苦情は初期対応（予防）
が重要で事象が起きたその時に，迅速かつ適切に
対応していただくようお願いしている．
〈平成21年度の課題〉
　退院調整の約60％が75歳以上の後期高齢者で
あり，退院時に何らかの支援を要することは明ら
かである．退院調整は院内に浸透し始めているが，
アセスメント内容にばらつきが見られるため，共
通して利用できるアセスメント項目の検討が必要
と考えている，さらに，早期退院調整実施に向け
スクリーニングシステムの構築が急務となってい
る．
　最後に，平成16年度の開設以降「医療支援相談
室」という部署名をなかなか覚えていただけなか
ったが，地域や院内において正式名で覚えていた
だけるよう，啓蒙活動を含め積極的な活動を行っ
ていきたい．
平成20年度の相談活動実績（20年度は4月～12月まで）
平成20年度 平成19年度平成18年度
1退院調整 144 219 250
内訳自宅 （60） （75） （95）
病院 （67） （97） （117）
施設 （12） （21） （20）
2相談 982 1086 766
3苦情 20 21 43
4情報開示 9 7 7
5その他 34 33 44
6窓ロ対応 1195 1564 1834
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